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　霞が関を志す理由は何でしょうか？「世の
ため、人のため」それも大きな理由でしょう。
私の場合は、それに加え、「自己の成長」という
目標がありました。自分が成長した、高まっ
たと感じるときにこそ真の喜びがあり、結果
として、社会に対して大きな貢献ができるよ
うに思います。
　人を成長させるもの、その一つは常に自分
が置かれた環境を変化させ、いろいろなもの
を吸収することではないでしょうか。私はこ
れまで、総務省本省での勤務に加え、沖縄県、
和歌山県での勤務、アメリカの西海岸、東海岸
に位置する２つの大学での留学生活とさまざ
まな経験をさせてもらいました。この過程に
おいては、苦しいことも多かったですが、何よ
り、これまで知らなかった世界を見、様々な経
験をすることで、自分の成長を確かに感じる
ことができ、人生を楽しませてもらっていま
す。そして、その結果、この社会をより良くす
るために、多少なりとも役に立てたのではな
いか、と考えています。

　私は、これまで総務省で数本の法律や制度
の立案に関わらせてもらいました。先輩や後
輩と政策の方向性について朝まで議論した
日々、内閣法制局に通った日々、国会に提出し
た法案に係る大臣答弁の作成に勤しんだ
日々。若い頃から国の大きな政策に関与させ
てもらう機会に恵まれ、忙しくも充実した
日々を送りました。良くも悪くも、国の制度
設計は理屈の勝負です。筋の通った議論や思
考をしないと数多くの関係者を説得できませ
ん。他人を納得させることのできる、しっか
りした論理構成や説明力が問われる毎日でし
た。いわゆる「タ張ショック」の後に作成した
地方公共団体財政健全化法は、そうして皆で
苦労して理論構築した法律の一つですが、地

方で実際に運用され、財政の健全化に大きな
役割を果たしている現実を見るとき、確かな
手応えを感じます。

　昨年夏まで和歌山県で管理職を務めていま
した。若さの割に重い職責を担わせてもらい、
県議会での答弁や地域の団体との話し合いの
最前線に立たせてもらいました。議員や住民
からの生の声に接することで、政策の具体的
な評価や現場での実態をリアルに知ることが
できます。市町村税の徴収に関わる政策の立
案では、教科書通りにいかない現実を突き付
けられ、行政の現場は地方に存在することを
思い知らされました。霞が関の理屈も現場で
の運用も重要であり、優劣はありません。肝
心なのは、どちらの考え方も理解し、うまく融
合を図りながら、より良いシステムに作り変
えていくことだと思います。

　入省８年目から10年目にかけ、アメリカ
の大学院で勉強する機会を得ました。英語や
文化の壁に苦しみながらも、ここで得たのは、
専門性もさることながら、教授と話をしなが
ら何本もペーパーや論文を書くことで、徹底
的に考え抜き、論理的に正しい結論を出す思
考力です。このときに掴んだ思考の方法や手

段は一生もので、どんな仕事をしていても大
いに役に立っています。

　総務省職員は、異動の機会に恵まれ、地方赴
任はもちろんのこと、海外留学や大使館勤務
の機会が頻繁にあり、どんどん自分が置かれ
る環境が変わります。新しい場所で新しい仲
間と仕事や勉強をする、とてもワクワクする
体験ではないでしょうか？ずっと同じ環境に
いるのに比べ、得られる知識や積むことがで
きる人生経験のレベルが比べものにならない
ほど高くなります。ただし、そこには苦労が
つきものです。自分のそれまでの経験に比し
あまりに重い職責に苦しみ、職務を放り出し
たくなることもあります。そこを必死に食ら
いつき、努力を重ねることによって新たな自
分のステージが見えてきます。そうして、自
分が成長したことを感じられたとき、人は人
生の満足を得るように思います。
　丹羽宇一郎さんの「人は仕事で磨かれる」と
いう著書がありますが、人生の時間の多くを
占める仕事でこそ人は磨かれ、成長するので
はないかと思います。総務省では、厳しいな
がらも温かい、仕事を通じた人材育成システ
ムが整っています。もっともっと成長したい、
より良い自分に変えていきたいと思っている
方、総務省の扉を叩くことをお勧めします。
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多様な人々の暮らしや思いの中で～「地方自治」を仕事にすること～

　試験勉強、エントリーシート、採用面接…就
活生の毎日は慌ただしく、そして慌ただしい
ままに人生の大きな決断を迫られてしまいま
す。３年前、私は採用担当者として多くの就
活生の思いに触れながら、「地方自治」という
仕事について私なりの思いを伝えていまし
た。そして、今回もまた、私の思いが少しでも
皆さんの参考になればと思い筆をとらせてい
ただいています。

　私が行政官を志したのは単純に「政策」のダ
イナミズムに面白さを感じていたことから始
まっています。財政再建、地域主権改革、経済
成長戦略などの課題に対して、対応策を立案・
推進していく仕事は日本の未来を左右する重
要な仕事であると同時にそれ自体が魅力的な
仕事に思えました。その中でも、国、地方の行
政機構の中であらゆる政策分野にかかわりな
がら、日本のありようを考えている総務省の
職員に憧れ、総務省を志しました。しかし、恥
ずかしながらこのときの私は「地方自治」の仕
事の魅力の一側面しか見ていなかったように
思います。

　静岡県赴任時に市町村の職員の方の家で数
日田植えを手伝ったときのことです。一面の田
園風景が広がる富士山の麓の村で田植えを終
え、夜、酒を酌み交わしながら日本の農業政策
について議論をしていると、その方は「俺らは
ただ、ご先祖様から受け継いだ土地を荒らしち
ゃいけない、その思いでやっているだけだ。」と
私に語りました。私にはその言葉がとても強く
響きました。そこには食糧自給率や農業の産業
化などの政策的側面とは別に家族や暮らしに
密着した農業の姿があったからです。
　それまでの私は政策の先にある人々の暮ら

しや思いに目を向けていなかったように思い
ます。静岡県赴任時に熱意溢れる地方公務員
の方々や過疎地域で暮らす方々、中小企業で
奮闘する方々などこれまで接することのなか
った方々に出会い、そのたびに自分の小ささ
を痛感し、一方で新しい世界が広がっていく
ことに感動を覚えた経験は今でも忘れられま
せん。
　「地方自治」の仕事はこの「現場の思い」を抜
きには語れません。今だからこそわかりまし
たが、就職活動の際、私が総務省の職員に温か
さや懐の深さを感じていたのは、この「現場の
思い」を大切にする姿勢がそこにあったから
なのです。

　総務省の仕事は、「地方行政」「地方財政」「地
方税政」の３つの制度とその他の各種制度の
バランスをとりながら、いわば「日本」という
行政システムそのものをデザインしていくこ
とです。
　私が所属している自治財政局はその中の
「地方財政」を担当しています。具体的には、
地方公共団体の財政の健全性の確保、財源保
障などをミッションとしており、東日本大震
災においても、被災団体の財政支援のフレー
ムを作るなど、「地方財政」の観点から「日本」
をデザインしています。
　私自身は地方債制度の担当として、地方公
共団体の財政自主権拡大のための地方債制度
改革、東日本大震災の被災団体に対する地方
債の特例制度の創設、内外の金融市場の方々
とのコミュニケーションを通じた地方債市場
の安定化、はたまた宝くじの活性化など幅広
い仕事に携わっています。
　「地方財政」の面白さは地方公共団体の多様
性とその政策フィールドの広さにあります。
「地方財政」といった場合も、日本全体（マク

ロ）で見たときと、個別の地方公共団体（ミク
ロ）で見たときでその姿は異なります。また、
各種政策で「地方財政」に影響を与えないもの
はほとんどないため、「地方財政」の観点から、
各種の政策に関わっていくことができます。
１国家の「日本」と47都道府県1,719市町村
の「地方」、そして数多の政策をそれぞれ結び
つけていくことは質・量ともにタフな仕事で
すが、新しい課題に日々チャレンジしていく
ことのできる魅力的な仕事です。

　多くの就活生はそこが「何をしているか」を
もって就職先を選択しているように思います。
しかし、本当に大切なのは皆さん自身がそこで
「どう生きるか」なのではないでしょうか。
　私は「地方自治」を仕事にするということ
は、多種多様な人々の暮らしや思いに触れ、日
本の現実に目を向けながら、日本という国家
そのものを改革するために生きていくことだ
と感じています。
　今一度、皆さんがそこで「どう生きるか」を考
えてみてください。そして、是非、皆さんにとっ
ての最善の「生き方」とは何なのかを考えてみ
てください。その結果、同じ志を持つ仲間とし
て、皆さんと酒を酌み交わしながら「地方自治」
について語れる日が来たら…。私の人生にとっ
てもこれほど幸せなことはありません。
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平成１２年 ４月 自治省採用

　　　　　　　　 　同　財政局調整室

平成１２年 ８月 沖縄県企画開発部地域・離島振興局市町村課

平成１３年 ４月 　同　総務部財政課

平成１４年 ４月 総務省自治行政局公務員部福利課

平成１６年 ４月 　同　自治行政局行政課

平成１９年 ７月 米国留学（イェール大学、スタンフォード大学）

平成２１年 ７月 和歌山県総務部総務管理局市町村課長

平成２３年 ６月 現職

経　歴

平成１9年 ４月 総務省採用

　　　　　　　　 　同　自治行政局選挙部選挙課

平成１9年 8月 静岡県総務部企画監（自治行政担当）付

平成１9年  １１月　　同　総務部企画監（財政担当）付

平成２０年 ４月 　同　総務部財務局財政室

平成２１年 ４月 総務省大臣官房秘書課

平成２２年 ７月 現職
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